
「特別支援学級授業づくりガイドブック」の作成
と研修講座の実施と評価、改善

「特別支援学級の授業づくりガイドブック」 は、 特別の教育課程編成や児童生徒への対
応方法等を示した「特別支援学級・はじめの一歩」と、授業づくりの方法を具体的に示した
「授業のフレームワーク」でまとめられています。

特徴

市特別支援教育関係課が連携し、特別支援学級での授業づくりをわかりや
すくまとめた「特別支援学級の授業づくりガイドブック」を作成しています。さら
に、そのガイドブックを基に特別支援教育の研修講座を実施して評価を行い、
研修講座の改善を図った実践を詳細にまとめています。

活用していただきたい方

・ 特別支援学級を担当する先生 ・特別支援教育コーディネーターの先生

・ 管理職の先生 ・教育センターの研修担当指導主事の方

研究成果の活用

「特別支援学級・はじ

めの一歩」はＱ＆Ａ方

式になっており、

• 特別支援学級の種

類や違い

• 教室環境整備のポ

イント

• 時間割の作成

• 連絡帳の書き方

等がわかりやすく

示されています。

「授業づくりフレーム

ワーク」では、授業を

「技能習得型」「問題解

決型」「単元型」の３つ

の視点から、それぞれ

の授業構成について

事例を基にまとめられ

ています。



３．教育課程 ： (3 -1)特別の教育課程の編成

４．指導体制 ： (4 -1)指導体制の整備・充実

７．研修 ： (7 -2)校外研修を活用した理解・専門性の向上

p.６７～１０８

☆特別支援学級の授業づくりガイドブックを活用した研修講座

研修講座は年２回実施しています。１回目は受講者それぞれが考えた授業構想を発表し、グループで

「どのような教材が必要か」「学習課題設定までの活動は適切か」等を検討し、それぞれの学校に持

ち帰って実践しています。２回目は受講者の実践の成果と課題を発表し、受講者間で共有していま

す。また、モデル授業をビデオ視聴し、授業の構想で参考になることをグループで話し合い、工夫点

等をまとめています。

各講座終了後には受講者への評価アンケートとインタビュー調査を行い、その結果から改善点を整理

し、次年度の研修講座策定に反映しています。

○研修講座１回目の受講者アンケート結果

評価の平均（４段階評価） 活用度４ 満足度3.8

○研修講座２回目の受講者アンケート結果

評価の平均（４段階評価） 活用度４ 満足度3.8

平成30年度は悉皆研修の対象を増やし、また、特別支援学級担任が出張しやすいように会場を３カ所に分け

て実施することで、研修講座受講者数が増加することが推定され、特別支援学級担任の授業力向上に寄与

できると考えられます。

*インクルーシブ教育システム構築の観点は、国立特別支援教育総合研究所横断的研究「我が国におけるインク
ルーシブ教育システムの構築に関する総合的研究」で検討したインクルＣＯＭＰＡＳＳの観点を規準にしています。

研究の内容と主な成果

インクルーシブ教育システム構築との関連性

地域実践研究 インクルーシブ教育システムの構築に向けた研修に関する
研究 報告書

特別支援学級「授業づくりガイドブック」を基にした研修プログラムの作
成と活用（新潟市）

https://www.nise.go.jp/nc/report_material/research_results_publica
tions/specialized_research

詳しい内容
は報告書を
ご覧下さい

平成29年度 特別支援教育新担任研修
年２回（悉皆）

特別支援学級授業づくり
年２回（希望）

平成30年度 新担任研修

年１回（悉皆）

特別支援学級授業づくり
年１回（３会場で実施）
特別支援学級２年目・３年目（悉皆）
新担任、４年目以降（希望）

図２ 研修講座の改善
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